
ほ場出入口・
変形田に有効な

ほ場際に有効な

仕事がはかどる ができます。

センター作業

片側作業

全面作業

高速代かき機

高 速 作 業

高い安全性

充実の機能

超耕速シリーズ農業生産コスト削減に貢献する

超耕速超耕速 代かき機
エース

（50～135PS）
（35～60PS）MAX333/373/414DXA

MAX393/443/503HA

スピードアップ
代かき回数減
耐久性アップ 生産コスト削減

稲作に掛かる作業時間削減
メンテナンスコスト削減

PEED

最高速度 km/h5.5
※最高速度は、ほ場条件により異なります。※最高速度は、ほ場条件により異なります。

無線コントローラー搭載無線コントローラー搭載

MAX 328/348/368/388DX（28～55PS）

代かき機
MAXシリーズ

 フローティングシール採用

-wave
-ウェーブe

チャンネル自動選局で通信障害を防止。

リモコンと受信機側の双方向通信により、通信状況が一目で分かる。

電池量表示、三分間のオートパワーオフ機能付。

見やすい とイラスト表示で誰でも簡単操作。でか文字

「リモコンを無くした！」 (緊急格納）
レスキューモーション!「リモコンの電池が無い！」

万が一、作業中に・・・ リモコン無しでも折りたためるリモコン無しでも折りたためる万が一“作業中にリモコンの電池が切
れた”、“作業中にリモコンを無くした”等の
トラブルが発生した場合でもリモコン無
しで本体を折りたたむことができます。

緊急時に本体のみで折りたためる レスキューモーション(緊急格納)

耐久性に優れた
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■主要諸元

型式
適応馬力
kW(PS)

装着方法
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J I S 標準3P 0・1形

J I S 標準3P 1・2形

J I S 特殊4P‐A1/A2/B

J I S 標準3P 0・1形

J I S 標準3P 1・2形

J I S 特殊4P‐A1/A2/B

J I S 標準3P 0・1形

J I S 標準3P 1・2形

J I S 特殊4P‐A1/A2/B

J I S 標準3P 0・1形

J I S 標準3P 1・2形

J I S 特殊4P‐A1/A2/B

全高
（mm）

開閉
サイド

レベラー
土寄せ
操作

重量
（kg）

作業速度
（km/h）

作業巾
（mm）

全長
（mm）

20.6〜36.8
（28〜50）

22.1〜36.8
（30〜50）

25.7〜40.5
（35〜55）

25.7〜40.5
（35〜55）

作業能率
（分/10a）

1.8〜5.5

1.8〜5.5

1.8〜5.5

1.8〜5.5

4〜12

4〜12

4〜10

4〜10
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930
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3200

3400

3600
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電動

電動

電動

電動

電動

電動

電動

電動

電動

電動

電動

電動

全巾
[格納時]
（mm）

3320

[2030]

3520

[2030]

3720

[2230]

3920

[2230]

MAX328DX‐0S 

MAX328DX - 3S 

MAX328DX - 4S 

MAX328DX‐0L

MAX328DX - 3L

MAX328DX - 4L

MAX328DX - A1/A2/B

MAX348DX‐0S

MAX348DX - 3S

MAX348DX - 4S

MAX348DX‐0L

MAX348DX - 3L

MAX348DX - 4L

MAX348DX - A1/A2/B

MAX368DX‐0S

MAX368DX - 3S

MAX368DX - 4S

MAX368DX‐0L

MAX368DX - 3L

MAX368DX - 4L

MAX368DX - A1/A2/B

MAX388DX‐0S 

MAX388DX - 3S

MAX388DX - 4S

MAX388DX‐0L

MAX388DX - 3L

MAX388DX - 4L

MAX388DX - A1/A2/B
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株式会社

http://www.sasaki-corp.co.jpホームページ

〒034-8618  青森県十和田市里ﾉ沢1-259　本 社・工場／

製 品 窓 口／TEL 0176-22-0170  FAX  0176-25-3127
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関東営業所／TEL 0285-45-8911  FAX  0285-45-8910
新潟営業所／TEL 0258-61-1810  FAX  0258-62-3160
岡山営業所／TEL 086-274-9508  FAX  086-274-9510



開閉時間が1/2に

無線コントローラーe-waveを使えば、
左右同時開閉ができます。左右別々の折り
たたみもできます。

マックスモーション
緊急時に本体のみで折りたためる

万が一“作業中にリモコンの電池が
切れた”、“作業中にリモコンを無くした”
等のトラブルが発生した場合でもリモ
コン無しで本体を折りたたむことが
できます。

レスキューモーション(緊急格納)
泥の流れを内側に変える

整流リブ付きサイドレベラーで泥の
流れを内側に変えることにより、均平性が
さらにアップします。

ウェーブサイドレベラー
耐久性が高い大径の

耐久性の高い大径クラッチで
スムーズな連結と確実な駆動
伝達ができます。

ニューシャーククラッチ

トラクタに乗ったまま、適正な作業
深さを一目で確認できます。

作業深さ確認ゲージ標準装備
坂道も安心、前後バランスが良い
180°折りたたみ。

独自の可変式一体型　　　　ロングレーキと
ステンレスショートレーキの2段階で確実にスキ込む！

トラクタに合わせて
最適な角度に調整可能。

タイヤ跡ワイパーブレード標準装備。
タイヤ跡・クローラー跡を気にせず、
きれいに仕上げます。

タイヤ跡・クローラー跡に
土を送り込み、均平に仕上げる。

元祖元祖

作業深さが一目でわかる

従来機　ロングレーキNEW　ウルトラロングレーキ

タイヤ跡を消してきれいな仕上がりに

使用環境が苛酷で耐摩耗性を要求される建設機械などで使用
されているフローティングシールを採用し、耐久性をアップ
しています。（チェーンケース部に採用。）

耐久性に優れた

フローティングシール
全モデルに採用

フロント&サイドウェーブガードが、サイドへの
ワラの逃げ、土モレをシャットアウト。また、
フロントウェーブガードの角度を調整できる
ので、トラクタに合わせて最適な作業姿勢を
確保できます。

ワラの逃げ・泥モレをしっかりガード

ワラ・土を逃がさない

サイドウェーブWガード

タイヤ跡ワイパーブレード

特許取得済特許取得済

耐久性UP耐久性UP

フローティングシール採用 フロントウェーブガード&サイドウェーブガード

タイヤ跡ワイパーブレード

より広～くなったマックスのフトコロが
　　　　　　　　　 きれいに均平に仕上げる

ロングレーキが

長い！
5.7cm(従来機比)

36%36%
アップ！アップ！

稲株の埋没率

アップ！

(従来機比)

稲株・ワラ・大きな土塊 を確実にスキ込み、よりきれいな仕上がりに

ワイドな内部スペース（フトコロ）が十分な土量を確保し、タイヤ跡や凹凸などを残さずに均平に仕上げます。

高 速 作 業

充実の機能 高い安全性

従来機NEW

深い！
1.5cm
スキ込み深さが

(従来機比)

最大

「フロントガード」、「サイドガード」がダブルで
土モレをシャットアウト。
田植の障害となる脇の段差が気になりません。

サイドウェーブWガード

「リモコンを無くした！」

レスキューモーション (緊急格納）!レスキューモーション (緊急格納）!

「リモコンの電池が無い！」
万が一、作業中に・・・

リモコン無しでも折りたためるリモコン無しでも折りたためる

可変式一体型ウルトラロングレーキとステンレスショートレーキを同じ
第一レベラーに装備し、さらにロングレーキの間にショートレーキを
配置することにより、稲株やワラ・土塊などを2段階で確実にスキ込む
ことができます。

イメージ図 可変式一体型ウルトラロングレーキ＆ステンレスショートレーキ
だけ

ショートレーキを
第１レベラーに装備

マックスハロー
高速代かき

高速作業を　　　　  に引出す機能がさらに 充実!

従来機ではレベラー内部に配置していた「レベラー
可変機構」をレベラー外部に配置し、ワラの絡みを
防止します。
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